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鳴門教育大学研究紀要
第２１巻 ２００６はじめに
名所図会研究は近年特に盛んになりつつある研究領域
の一つである。名所図会を研究対象とするとき，その研
究の方法については，挿画を含む図会であるがゆえに従
来の研究方法を超える様々なアプローチが可能である。
筆者等は特に名所図会の中の画像情報に注目して，文
学との関連を考察する研究を進めている。本稿では，『阿
波名所図会』の挿画３０点５７面を３０４８項目超のモチーフに
分解したのち，さらに約４０のカテゴリーに分類し，各カ
テゴリーに数項目から数十項目の下層カテゴリーを設
け，すべてのカテゴリーに検索機能を付して，構造的検
索機能を持つモチーフ・インデックスを作成した。
これを用いて画像を相互に関連づけて分析すること
画像におけるディテールを明らかにすること，などが
可能になった。
本稿では，紙上という制限があるので，そのデータの
一部を提示するとともに，データを挿画の読解に資する
試み，文学作品との関連の解明，文学性の検証などの新
たな方向性の考察を試みる。
１ 『阿波名所図会』
１８１４年（文化１１年）に出版された『阿波名所図会』
は，名所図会出版の嚆矢とされる１７８０年（安永９年）出
版の『都名所図会』に３４年遅れて刊行された。四国にお
いては最初に出版された名所図会である。
約９０年間続いた江戸時代の名所図会出版は二つのピー
クを形成していた。
一つ目のピークは１７９５年（寛政７年）頃から，二つ目
のピークは１８３５年（天保６年）頃からと考えられる。
『阿波名所図会』はこの二つのピークのいわば谷間に
あたる，名所図会出版がやや沈静化した時期の出版であ
る。しかし，同年に出版された『近江名所図会』，前年
の１８１３年に出版された『五機内産物図会』，後年の１８１５
＊＊鳴門教育大学言語系（国語）教育講座
＊＊鳴門教育大学高度情報研究教育センター―１年に出版された『東都勝景一覧』などがあり，名所図会
の出版はこの時期も絶え間なく続けられるのであった。
作者に目を転じると，これらのピークと言われる時期
には秋里籬島，暁鐘成等それぞれの時期を画する人気作
家が誕生している。
秋里籬島は『都名所図会』，『摂津名所図会』（巻７‐９
は１７９６年刊，巻１‐６は１７９８年刊）などの著者，暁鐘成
は『天保山名所図会』（１８３５年刊）『西国三十三所名所図
会』（１８５３年刊）などの著者として知られる。一方，『阿
波名所図会』の著者探古室墨海については，現在のとこ
ろ生没年その他は未詳である。
２ 『阿波名所図会』の挿画
『阿波名所図会』の挿画には画中に文字情報としてテー
マが記されている。表１「『阿波名所図会』収載挿画」
に一括して掲げる。
これらは，阿波地域全体の中からの３０点の場面の選定
を行っているのであるが，著作時に選定について基準が
存在したかについて，著者である探古室墨海が記す「附
言」に見られる次のような記述はそのことに関連をもつ
ものである。
（略）
みちしるべ
此篇は，すなはち勝景一覧の郷導ともなれかしと，図
ごとに事実の綱要を記して文をしげくせず。ただ，一紙
のうへにて速に景のこころをしらしむるを要とす。かる
なら
がゆゑに，四国巡拝の式に效ふて，阿波の国を筆のはじ
めとし，なをこの国のつぎつぎ順をもつて目録はしるし
ぬ。この巻にもれたる古跡霊場は，外に人のあめる書あ
れば，ここにはぶく	。
この文章を要約すると以下のようになる。
１）この篇は勝景地を一覧するための案内となるよう図９８―
柳 瀬 万 里・石 内 久 次表１ 『阿波名所図会』収載挿画 〈番号と名称とよみ〉
挿画
番号
挿 画 名 称 よ み
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
鳴門真景
磯崎
木津上浦
大滝山持明院
大滝山持明院眺望
藍玉
桜間池
矢上の楠
五百羅漢
鳴滝
祖谷の高橋
祖谷のかづら橋
眉山
競馬
北山桜
千代の松原
灌上が滝
日峰眺望
天馬石
霊鷲山鶴林寺
舎心山太龍寺
津峯の眺望
石門
阿波の小島
玉つし山
八坂八浜
母川の鰻
母川の蛍
鈴峯山円通寺
轟滝
なるとしんけい
いそざき
こつかみうら
おおたきざんじみょういん
おおたきざんじみょういんちょうぼう
あいだま
さくらまのいけ
やかみのくす
ごひゃくらかん
なるたき
いやのたかはし
いやのかづらはし
びさん
くらべうま
きたやまさくら
ちよのまつばら
かんじょうがたき
ひのみねのちょうぼう
てんまいし
れいじゅせんかくりんじ
しゃしんざんたいりゅうじ
つのみねのちょうぼう
せきもん
あわのこじま
たまつしやま
やさかやはま
ははかわのうなぎ
ははかわのほたる
れいほうさんえんつうじ
とどろきのたき

ごとに事実を重視して記述し，文章を簡略にし，紙上に
おいて速やかに勝景地の情趣を看取できるようにし，
２）四国巡拝の順序に倣って阿波の国を巻頭において
さらに四国を次々に追って目録に記述し，
３）この巻に記述のない古跡霊場は，他の人の著書に言
及されているので，ここには省略する。
ということから，文章を簡略にして，挿図を重視する編
集の方針であった事がわかるのである。
３ 挿画の名称
さて，このような編集方針の下に収載された３０点の挿
画の名称は次の「a)地名」から「e)地名以外の普通名詞」
までの５つのカテゴリーに括ることができる。
挿画の名称は，「a)地名」「b)地名＋普通名詞」のカテ
ゴリーで合計１９点を数え，地名を名称にするものが多―１い。これは名所図会というジャンルが地誌類に属するも
のであるので，土地のガイドブック的な要素が強いとい
う理由が考えられるが，注意されることは「b)地名＋普
通名詞」が，単に地名だけのカテゴリーをしのいで多い
ことである。挿画名称は，画像のディテールを考察する
場合等閑視できない要素である。
a)のように単に地名を挿画名称とするのは，最も素朴
な命名である。これは c)以下についてもいいうること
である。しかし，b)のように，地名と普通名詞を助詞の
「の」で繋ぐ命名は，古いようで実は新しく，一場面の
中で特に注目されるべきポイントを，画像名称として明
示するのは，名称設定方法としては工夫した方法である。
そのことは挿画の絵画的な構成においても指摘でき
る。たとえば挿画番号２７「母川の鰻」の構図を参考にし
てみよう。この挿画は，たった一匹のオオウナギが水流
の中を小魚を追いながら体をくねらせて泳ぐという，躍
動的な構図である。この構図の斬新さは本書だけでなく
一般的に名所図会の挿画の中でも注目されるものであ
る。オオウナギの巨大さと生命力を読者に伝えるに十分
な構図であり，名所図会の挿画の世界に新たな可能性を
展開させる挿画となったといえよう。なぜなら，このよ
うな構図は『都名所図会』（１７８０年刊）や『江戸名所図
会』（１８３４年刊）には見られなかったのである。
４ 描かれた人々
次に構造的検索の一例についてふれる。表４「基本デー
タ表」は『阿波名所図会』をモチーフと名付けた小パー
ツに分解し，名称を付与して，約４０のカテゴリーに分類
し，さらに下層分類をして２９３の項目に分かち，各パー
ツと分類カテゴリー，下層分類に検索機能を付したもの
カテゴリー 挿 画 名 称 数／３０
a) 地名 磯崎・木津上浦・鳴滝・眉山・千代
の松原・灌上が滝・玉つし山・八坂
八浜
８
b) 地名＋普
通名詞
鳴門真景・桜間池・矢上の楠・祖谷
の高橋・祖谷のかづら橋・北山桜・
日峰眺望・津峯の眺望・阿波の小
島・母川の鰻・母川の蛍
１１
c) 寺院など
建造物名等
大滝山時明院・大滝山持明院眺望・
五百羅漢・霊鷲山鶴林寺・舎心山太
龍寺・鈴峯山円通寺
６
d) 地名以外
の固有名詞
天馬石・石門・轟滝 ３
e) 地名以外
の普通名詞
藍玉・競馬 ２
表２ 挿画名称のカテゴリー分け９９―
『阿波名所図会』挿画の構造的検索と解明の研究 ――モチーフ・インデックスの作成を通路とした読解――表３ 『阿波名所図会』全挿画の構成モチーフ昇順１０位
順位 構成モチーフ 数 順位 構成モチーフ 数
１ 小袖 ４２１ ５ 旅人 １１３
２ 脚絆 １３８ ７ 扇子 １０２
３ 帯 １３５ ８ 男髷 ９９
４ 羽織 １２２ ９ 参拝客 ８７
５ 編み笠 １１３ １０ 杖 ８６

である。
ここでは表４「基本データ表」を用いて作成した表８
「モチーフ項目分布表」について述べてみたい。
表８は，縦軸に下層分類項目２９３を，カテゴリーを解
除して，あいうえお順に並べてとり，横軸に挿画番号を
付した挿画名称をとる。この表上に３０４８のモチーフを分
布させたものが表８であり，実数に基づいた『阿波名所
図会』全挿画の構成モチーフの傾向を示している。
これによると，ベスト１０は次のようになる。
表３の数値の示すところを以下に述べる。
表２で示したように『阿波名所図会』の挿画名称で地
名以外の固有名詞または普通名詞は，全３０点中５点であ
った。地誌というジャンルであるので土地のガイドブッ
ク的な要素が強いからであろうと推論した。しかし，表
８の分布によれば，上位１０位は全て人に関する事項であ
る。このことをどのように考えるべきであろうか。
『阿波名所図会』は地誌でありながら，人物が詳細に
書き込まれているのである。名所図会が前時代の地誌類
とはその性格を異にし，「名所図会の登場は，いわば物
語から記録への転換である」という指摘があるよう
に，現在を精確に写し取るところに使命があり，爆発的
な名所図会ブームが到来した一つの理由であろう。結論
めいて述べると，その一つの要因が，人物の描写にある
ということが強く考えられてくるのである。
一般的に，名所図会の挿画における人物の描写には
ア）遠景，イ）近景，それらの中間のウ）中景の三種類
に分類できる。近景と遠景ではわれわれの解釈の精度
は異なる。すなわち，遠景ではディテールの精度は近景
には劣るかも知れないが，遠景では，必要ならば多くの
人物を描写できるのであり，事実を写し取るには有効で
ある。書き込まれた人物たちが，我々に語りかけてくる
情報は，モチーフの分類表示という作業により，明確に
浮かび上がると考えられる。
もう一度述べておこう。名所図会は名所を描くととも
に人物を描き込んだものなのである。言い方をかえる
と，人物は名所図会にはなくてはならないモチーフなの
である。それはなぜか。―２人々は景勝地を訪れる時に名所図会を携行することも
あり，また景勝地を訪れた前後にも，名所図会を繙くこ
とがあるであろう。しかし，ここでさらに想起するべき
は，景勝地に行くことができなかった人たちが，その地
を名所図会により書中で探索するときに，挿画中に描か
れた人物たちは，読者自身の投影なのである。読者が自
身を書中の人物に置換して，バーチャルに旅をする，そ
のための手引きが爆発的なブームを起こした名所図会だ
ったはずである。それはあたかも，江戸時代前期にすで
に行われていた歌舞伎における「絵入り根本」「絵入り
狂言本」のごとくである。前時代の地誌類には描かれな
かった大量の人物画像描写の意味が，ここに存在すると
うことを指摘しておきたい。
５ 「桜間池」の読解
前章で述べたように，人物画像が『阿波名所図会』に
は大量に描かれていて，その人々は名所図会を地誌とい
うジャンルから，バーチャルな世界という新たな地平を
切り開くジャンルへと進化させるものであることにふれ
た。多人数が描かれる遠景の人物画は，ディテールの精
度としては近景の人物画には劣るものである。
次に近景の人物像について，『阿波名所図会』挿画の
中から挿画番号７「桜間池」について今少し立ち入る。
まず初めに「桜間池」原本挿画内の文字情報を掲げ
る。
１．藍は徳島より北の郡にて作れり。当国の名産にし
て諸国に美とす。
２．桜間池（さくらまのいけ）〈名西郡にあり〉
３．鏡とも見るべきものをはるくればちりのみかかる
さくら間の池 よみ人しらず
４．白雲は木の間にちりて春の水 浪花 李卜
文字情報としては，以上の４項目が記述されている。
１．は前画面の挿画番号６「藍玉」の説明である。当
該画面に納めることができなかった文字情報を，次挿画
に記述することは，たとえば挿画番号１５「北山桜」の情
報を次挿画に繰り入れていることなど，本書には他にも
見られる手法である。
２．は本挿画の挿画名称となる。
３．は引用和歌であり，出典は『夫木和歌抄』巻第２３
雑部５国歌大観番号１０８２４「鏡とも見るべきものを春く
ればちりのみかかるさくらまの池」。詞書が「さくらま
の池，阿波題しらず，懐中」とあり作者は不明である。
出典の『夫木和歌抄』の成立年は確定されていない。し
かし，寛文版『夫木和歌抄』が出版された近世初期，あ
るいはそれ以前から阿波の桜間池が著名であったこと
が，『夫木和歌抄』に収載されていることによって知ら
れる。００―
柳 瀬 万 里・石 内 久 次４．の発句の作者「浪花 李卜」については未詳。「浪
花 李卜」の発句は挿画番号２３「石門」にも収載されて
いる。本書においては，浪花の他の俳人が「浪花（作者
名）」の形で，その発句を収載されている場合が多いこ
とからも，李卜も浪花俳人の一人であることが推測され
る。
なお『阿波名所図会』の文学については前掲板東則子
氏の論文「名所図会の文学的研究―『阿波名所図会』
―」があり，『阿波名所図会』収載の和歌・発句・漢詩
等について詳細な調査と考察を試みており，桜間池につ
いても多方面から詳述しているので，ここでは述べな
い。
ところで，文化７年（１８１０年）大阪に生まれた喜多川
守貞は江戸の町に３０年，大坂に１０有余年暮らした武士で
ある。守貞は詳細な二都市の風俗の比較を，挿画を多用
する随筆『近世風俗志』に書き残したことで知られる。
今この書を参考にしつつ『阿波名所図会』の江戸時代風
俗を考察してみよう。
図５「桜間池」挿画のテーマは武家の一家の花見であ
る。一家の主人である武士が桜の対の大樹にま向かい，
右方向を手に持った扇子で指している。よく見ると，扇
子がやや開いている。後ろにいる妻子に話しかけ，右手
の扇子で注意を促している瞬間のようだ。コマ送り画像
を，一瞬静止させたような動きが感じられる，リアルな
場面である。
武士の服装は黒の羽織に着流しで，刀を二本さしてい
る。武士の正装は上下であるから，この装いは，オフタ
イムであり，しかもスキなく洒落めかしている。後述す
る妻子の正装ぶりに対して，主人は少し緩やかな服装で
ある。妻子に比して主人が軽い服装をしていることは，
説得性がある。名所図会挿画が物語から記録への転換と
言われるのは，このような微細な事実を写し取っている
と考えられるのである。しかしこの絵の主役は武士の一
家ではなくて桜間池の満開の桜である。桜はこれでもか
とばかりに桜間池に満開である。
はるか遠景には家並みが見える。名西村の民家か，の
どかな雰囲気を醸している。
武士の奥様は房紐付きの友禅の水紋模様入りの紋付き
をきちんと着付けている。元禄年間（１６８８‐１７０４）宮崎
友禅が創始した友禅染はこのころには人々の間に友禅模
様として定着していた。既婚婦人の形として前帯をしめ
ているが，ちなみに『近世風俗志』に「江戸も大略三十
歳以上は他行前帯にす」とある（図１）。五つ紋か七
つ紋の紋付きをきているので，履き物についても正式に
雪駄を履いていると思われるが，画像上には雪駄と確
認できない。頭には笄，置綿，右手に扇子を持ち，身を
ひねって傍らの息子に話しかけている。
元服前の息子は若衆姿で模様入りの袴を付け母親と同―２じくきちんと正装している。髪型は武家の前髪とされた
ところの「三都共に武家の息男及び京阪豪富の息は曲太
くし又前髪を左右に分かち鬢の内に入れ末端を髷の背に
出す。」（図２）という形を踏襲している。左手に少し
大振りの扇子を開いて持っている。家族は三人ともに扇
子を手にしているのである。
背後の二人は，武士の家族とはまたちがった雰囲気を
醸してて従者とわかる。武士の一家が外出するに際して
従者が２名付随するのは，従者の数としては，最少人数
である。
男の従者は当時の花見従者の典型的な出で立ちであ
る。『近世風俗志』には別掲（図３）の様な菱川師宣作
の「花見女の従者」（『和国百女』）の図を収載する。
『阿波名所図会』全体の挿画中で女性の髪型について
構造的検索によってその数を調査してみると，「女髷」
の項目で２９モチーフが存在し，各画像の分布状況などは
表６「検索例１」の通りである。挿画番号１５「北山桜」
が１０モチーフで最も多い。「北山桜」は前述した景のカ
テゴリーでは中景であるので，多くの人物が描写されて
いる。
笄・櫛・簪・置綿の４モチーフを同時に検索すると表
７のようになり，４０モチーフが表示される。ここでも「北
山桜」が最も多い。「性別」「年齢区分」のカテゴリーに
よりそれらの全てが大人の女性であることが分かる。
次に挿画番号ごとの個別データを表示すると，画像番
号７「桜間池」ならば，表５－１，２「基本データ表」の
ようになり６７のモチーフが切り取られている。
これらのデータから，たとえば髪型のモチーフの一覧
からディテールを分類することによってこの時代の風俗
を帰納的に明らかにすることができる。これについては
別稿で述べたい。
６ データベースの作成方法
図４は，名所図会中の挿画から関連付ける部分の画像
の切り取り方法である。分析用の基本データ表である表
図１ 図２ 図３０１―
『阿波名所図会』挿画の構造的検索と解明の研究 ――モチーフ・インデックスの作成を通路とした読解――４の切取画像番号は図４の切取画像番号（たとえば
４０１０６２０８８）と対応する。挿画は基本的に和装本（袋綴）
の裏丁（挿画の右半分）と表丁（挿画の左半分）の組み
合わせにより一画面を構成している。したがって，便宜
的に，図４または図５のように画像を連結した上で，作
業を行っている。表４は，挿画から切り取った画像に対
して，各列に定義された各項目ごとに関連する情報を入
力するものである。
表５は，図５のように原本の１４丁裏と１５丁表を連結し
た，挿画番号７の挿画「桜間池」から取り出した基本デー
タ表である。
表６は，女性の髪型である「女髷」に関して，「阿波
名所図会」の全ての挿画から作成した基本データ表から
４０１０６２０８８
帆船０２
４０１０６２００３
渦０１
４０１０６２０３５
旅人０１
図４．挿画番号１「鳴門真景」からの切取画像例
図５．挿画番号７「桜間池」―２列 名 データ型 例
巻 文字列 上巻，下巻
丁表裏 文字列 ６裏，７表，１４裏，１５表
画像名称 文字列 鳴門真景，桜間池
切取画像番号 数値 ４０１０６２００３，４０１０６２０３５，４０１０６２０８８
遠近 文字列 遠景，近景
切取画像名称 文字列 渦０１，旅人０１，帆船０２
名称 文字列 渦，旅人，帆船
読み 文字列 うず，たびびと，はんせん
関連部分 文字列 （他の切取画像との関連）
数量 文字列 単数，複数，全体，部分
物種 文字列 自然，人工物
種別 文字列 人物，動物，植物，建造物，現象
分類１ 文字列 道具，衣料，食料，荷物，耕地，船舶
分類２ 文字列 （分類１の詳細な分類など）
地形 文字列 海，川，湖沼，山地，空
現象 文字列 渦，潮流，波，雲，霞
生物分類 文字列 哺乳類，鳥類，魚類，樹木，草
生物名称 文字列 猿，牛，馬，鳶，鰻，蛍，松，桜
生物構成 文字列 身体部位，植物構造
生物部位 文字列 目，口，髪
文化 文字列 商業，工業，風習，格技
風俗 文字列 服装，履物，髪型，芸
宗教 文字列 寺院，神社
身分 文字列 武家，商人，職人，農民，漁師
主従 文字列 主人，従者，奥様，息子
職業 文字列 武士，農業，漁業，僧侶，藍商人
性別 文字列 男性，女性
年齢区分 文字列 大人，子供
年齢層 文字列 小児，幼児，未婚
行動 文字列 旅，見物，参拝，商売，漁
服装種 文字列 和装
道具種 文字列 農具，馬具，荷具，食器，装飾品
道具一般 文字列 （道具の一般的な総称）
道具目的 文字列 （使用している道具の目的）
材質 文字列 木造，石造，金属，岩石
色 文字列 （文中に色の記述のある項目）
産業１ 文字列 （関連している産業）
産業２ 文字列 （複合的な産業の場合に追加）
業種 文字列 製塩業，藍
建造物 文字列 住居，神社，寺社，城塞，橋梁
建造関連 文字列 構造，装飾
建造部分 文字列 窓，扉，柵
関連１ 文字列 （上記の項目以外での関連）
関連２ 文字列 （上記の項目以外での関連）
別名 文字列 （別用途での名称など）
図中名称 文字列 淡路嶋，とび島山，あま浦，ふくら浦
現代名 文字列 淡路島，飛島山，阿万浦，福良浦
説明 文字列 （上記の項目の補足説明など）
表４．基本データ表０２―
柳 瀬 万 里・石 内 久 次巻 丁表裏 画像名称 切取画像番号 遠近 切取画像名称 名称 読み 関連部分 数量 物種 種別 分類１ 地形 現象 生物分類 生物名称
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２００１ 近景 雲 雲 くも 部分 自然 空 雲
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２００２ 近景 霞 霞 かすみ 全体 自然 現象 空 霞
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２００３ 近景 小川 小川 おがわ 部分 自然 川
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２００４ 近景 川流 川流 せんりゅう 小川 部分 自然 現象 川
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２００５ 近景 池 池 いけ 部分 自然 湖沼
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２００６ 近景 桜 桜 さくら 複数 自然 植物 樹木 桜
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２００７ 近景 樹木 FA 樹木 じゅもく 単数 自然 植物 樹木
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２００８ 近景 竹 竹 たけ 複数 自然 植物 竹類 竹
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２００９ 近景 草 AA 草 くさ 複数 自然 植物 草
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０１０ 近景 草 AB 草 くさ 複数 自然 植物 草
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０１１ 近景 花弁 花弁 かべん 桜 部分 自然 植物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０１２ 近景 葉 葉 は 桜 部分 自然 植物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０１３ 近景 煙 煙 けむり 煙管 単数 人工物 現象
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０１４ 近景 花見客１ 花見客 はなみ lきゃく 単数 人物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０１５ 近景 花見客２ 花見客 はなみ lきゃく 単数 人物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０１６ 近景 花見客３ 花見客 はなみ lきゃく 単数 人物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０１７ 近景 お供１ お供 おとも 単数 人物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０１８ 近景 お供２ お供 おとも 単数 人物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０１９ 近景 道 道 みち 部分 人工物 交通路
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０２０ 近景 集落 集落 しゅうらく 部分 人工物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０２１ 近景 民家 民家 みんか 集落 複数 人工物 建造物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０２２ 近景 小袖１ 小袖 こそで お供１ 単数 人工物 衣料
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０２３ 近景 小袖２ 小袖 こそで お供２ 単数 人工物 衣料
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０２９ 近景 小袖３ 小袖 こそで 花見客１ 単数 人工物 衣料
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０２４ 近景 小袖４ 小袖 こそで 花見客２ 単数 人工物 衣料
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０２５ 近景 小袖５ 小袖 こそで 花見客３ 単数 人工物 衣料
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０２６ 近景 帯１ 帯 おび お供２ 単数 人工物 衣料
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０２７ 近景 帯２ 帯 おび 花見客１ 単数 人工物 衣料
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０２８ 近景 帯３ 帯 おび 花見客２ 単数 人工物 衣料
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０３０ 近景 羽織 羽織 はおり 花見客３ 単数 人工物 衣料
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０３１ 近景 袴 袴 はかま 花見客１ 単数 人工物 衣料
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０３２ 近景 脚絆 脚絆 きゃはん お供１ 単数 人工物 衣料
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０３３ 近景 手甲 手甲 てっこう お供１ 単数 人工物 衣料
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０３４ 近景 草履１ 草履 ぞうり お供１ 単数 人工物 履物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０３５ 近景 草履２ 草履 ぞうり お供２ 単数 人工物 履物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０３６ 近景 草履３ 草履 ぞうり 花見客１ 単数 人工物 履物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０３７ 近景 草履４ 草履 ぞうり 花見客２ 単数 人工物 履物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０３８ 近景 草履５ 草履 ぞうり 花見客３ 単数 人工物 履物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０３９ 近景 足袋１ 足袋 たび お供２ 単数 人工物 履物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０４０ 近景 足袋２ 足袋 たび 花見客１ 単数 人工物 履物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０４１ 近景 足袋３ 足袋 たび 花見客２ 単数 人工物 履物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０４２ 近景 足袋４ 足袋 たび 花見客３ 単数 人工物 履物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０４３ 近景 笄１ 笄 こうがい お供２ 単数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０４４ 近景 笄２ 笄 こうがい 花見客２ 単数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０４５ 近景 簪１ 簪 かんざし お供２ 単数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０４６ 近景 簪２ 簪 かんざし 花見客２ 単数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０４７ 近景 差櫛 差櫛 さしぐし お供２ 単数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０４８ 近景 置綿 置綿 おきわた 花見客２ 単数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０４９ 近景 編笠 編笠 あみがさ お供１ 単数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０５０ 近景 杖 杖 つえ お供１ 単数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０５１ 近景 扇子１ 扇子 せんす 花見客１ 単数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０５２ 近景 扇子２ 扇子 せんす 花見客２ 単数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０５３ 近景 扇子３ 扇子 せんす 花見客３ 単数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０５４ 近景 煙管１ 煙管 きせる お供１ 単数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０５５ 近景 煙管２ 煙管 きせる お供２ 単数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０５６ 近景 荷紐 荷紐 にひも お供１ 複数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０５７ 近景 葛篭 葛篭 つづら お供１ 単数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０５８ 近景 荷具 荷具 にぐ お供１ 単数 人工物 道具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０５９ 近景 刀１ 刀 かたな 花見客１ 単数 人工物 武具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０６０ 近景 刀２ 刀 かたな 花見客３ 単数 人工物 武具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０６１ 近景 脇差１ 脇差 わきざし 花見客１ 単数 人工物 武具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０６２ 近景 脇差２ 脇差 わきざし 花見客３ 単数 人工物 武具
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０６３ 近景 お札 お札 おふだ お供１ 単数 人工物
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０６４ 近景 男髷１ 男髷 おとこまげ お供１ 部分 髪型
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０６５ 近景 男髷２ 男髷 おとこまげ 花見客１ 部分 髪型
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０６６ 近景 男髷３ 男髷 おとこまげ 花見客３ 部分 髪型
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０６７ 近景 女髷１ 女髷 おんなまげ お供２ 部分 髪型
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０６８ 近景 女髷２ 女髷 おんなまげ 花見客２ 部分 髪型
表５－１．基本データ表（桜間池）―２０３―
『阿波名所図会』挿画の構造的検索と解明の研究 ――モチーフ・インデックスの作成を通路とした読解――切取画像名称 生物構成 生物部位 文化 風俗 宗教 身分 主従 職業 性別 年齢区分 行動 服装種 道具種 道具一般 道具目的 材質 建造物 関連１ 説明
雲
霞
小川
川流
池 桜間池
桜
樹木 FA
竹
草 AA
草 AB
花弁 植物構造
葉 植物構造
煙 喫煙
花見客１ 武家 息子 男性 子供 見物
花見客２ 武家 奥様 女性 大人 見物
花見客３ 武家 主人 武士 男性 大人 見物
お供１ 従者 男性 大人 喫煙
お供２ 従者 女性 大人 喫煙
道
集落 木造 住居
民家 木造 住居
小袖１ 服装 和装
小袖２ 服装 和装
小袖３ 服装 和装
小袖４ 服装 和装
小袖５ 服装 和装
帯１ 服装 和装
帯２ 服装 和装
帯３ 服装 和装
羽織 服装 和装
袴 服装 和装
脚絆 服装 和装
手甲 服装 和装
草履１ 履物 和装
草履２ 履物 和装
草履３ 履物 和装
草履４ 履物 和装
草履５ 履物 和装
足袋１ 履物 和装
足袋２ 履物 和装
足袋３ 履物 和装
足袋４ 履物 和装
笄１ 髪 和装 装飾品
笄２ 髪 和装 装飾品
簪１ 髪 和装 装飾品
簪２ 髪 和装 装飾品
差櫛 髪 和装 装飾品 櫛
置綿 髪 和装 装飾品
編笠 和装
杖 杖
扇子１
扇子２
扇子３
煙管１ 喫煙
煙管２ 喫煙
荷紐 紐 荷物
葛篭 荷具 荷物
荷具 荷具 荷物
刀１
刀２
脇差１
脇差２
お札 護符 お守り
男髷１ 身体部位 髪 風習 髪型 男性 大人
男髷２ 身体部位 髪 風習 髪型 男性 子供
男髷３ 身体部位 髪 風習 髪型 男性 大人
女髷１ 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
女髷２ 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
表５－２．基本データ表（桜間池）―２０４―
柳 瀬 万 里・石 内 久 次巻 丁表裏 画像名称 切取画像番号 遠近 切取画像名称 名称 読み 関連部分 数量 分類１ 生物構成 生物部位 文化 風俗 性別 年齢区分
上巻 ８裏，９表 磯崎 ４０１０８２１１８ 遠景 女髷 女髷 おんなまげ お供０１ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
上巻 ９裏，１０表 木津上浦 ４０１０９２１８８ 遠景 女髷 女髷 おんなまげ 旅人０４ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
上巻 １３裏，１４表 藍玉 ４０１１３２１１０ 近景 女髷 女髷 おんなまげ 町人０１ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０６７ 近景 女髷１ 女髷 おんなまげ お供２ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
上巻 １４裏，１５表 桜間池 ４０１１４２０６８ 近景 女髷２ 女髷 おんなまげ 花見客２ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
上巻 １５裏，１５表 矢上の楠 ４０１１５２０６８ 近景 女髷１ 女髷 おんなまげ 見物客１ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
上巻 １６裏，１７表 矢上の楠 ４０１１５２０６９ 近景 女髷２ 女髷 おんなまげ 見物客２ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
上巻 １６裏，１７表 五百羅漢 ４０１１６２１７３ 遠景 女髷０１ 女髷 おんなまげ お供０２ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
上巻 １６裏，１７表 五百羅漢 ４０１１６２１７４ 遠景 女髷０２ 女髷 おんなまげ 農民０４ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 １裏，２表 眉山 ４０２０１２１５０ 遠景 女髷０１ 女髷 おんなまげ 町人０１ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 １裏，２表 眉山 ４０２０１２１５１ 遠景 女髷０２ 女髷 おんなまげ 町人０２ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 ３裏，４表 北山桜 ４０２０３２２９７ 遠景 女髷０１ 女髷 おんなまげ 旅人０６ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 ３裏，４表 北山桜 ４０２０３２２９８ 遠景 女髷０２ 女髷 おんなまげ 旅人１０ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 ３裏，４表 北山桜 ４０２０３２２９９ 遠景 女髷０３ 女髷 おんなまげ 旅人１１ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 ３裏，４表 北山桜 ４０２０３２３００ 遠景 女髷０４ 女髷 おんなまげ お供０４ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 ３裏，４表 北山桜 ４０２０３２３０１ 遠景 女髷０５ 女髷 おんなまげ 花見客０８ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 ３裏，４表 北山桜 ４０２０３２３０２ 遠景 女髷０６ 女髷 おんなまげ 花見客１４ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 ３裏，４表 北山桜 ４０２０３２３０３ 遠景 女髷０７ 女髷 おんなまげ 花見客１５ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 ３裏，４表 北山桜 ４０２０３２３０４ 遠景 女髷０８ 女髷 おんなまげ 花見客２６ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 ３裏，４表 北山桜 ４０２０３２３０５ 遠景 女髷０９ 女髷 おんなまげ 花見客２８ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 ３裏，４表 北山桜 ４０２０３２３０６ 遠景 女髷１０ 女髷 おんなまげ 花見客２９ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 ４裏，５表 千代の松原 ４０２０４２１４０ 遠景 女髷０１ 女髷 おんなまげ 農民０１ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 ４裏，５表 千代の松原 ４０２０４２１４１ 遠景 女髷０２ 女髷 おんなまげ 農民０３ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 ８表 天馬石 ４０２０８１０６２ 近景 女髷 女髷 おんなまげ 見物客２ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 ８裏，９表 霊鷲山鶴林寺 ４０２０８２０９９ 遠景 女髷 女髷 おんなまげ 旅人０２ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 ９裏，１０表 舎心山太竜寺 ４０２０９２０６４ 遠景 女髷 女髷 おんなまげ お供 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 １７裏，１８表 母川の螢 ４０２１７２０６２ 近景 女髷１ 女髷 おんなまげ 見物客３ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 １７裏，１８表 母川の螢 ４０２１７２０６３ 近景 女髷２ 女髷 おんなまげ 見物客５ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
下巻 １８裏，１９表 鈴峯山円通寺 ４０２１８２０９４ 遠景 女髷 女髷 おんなまげ 参拝客１１ 部分 髪型 身体部位 髪 風習 髪型 女性 大人
巻 丁表裏 画像名称 切取画像番号 遠近 切取画像名称 名称 読み 関連部分 数量 物種 分類１ 生物部位 道具種 道具一般
上巻 ８裏９表 磯崎 ４０１０８２０９４ 遠景 笄 笄 こうがい お供０１ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
上巻 ９裏１０表 木津上浦 ４０１０９２１６６ 遠景 笄 笄 こうがい 旅人０４ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
上巻 １３裏１４表 藍玉 ４０１１３２０６９ 近景 笄 笄 こうがい 町人０１ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
上巻 １３裏１４表 藍玉 ４０１１３２０７０ 近景 簪 簪 かんざし 町人０１ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
上巻 １３裏１４表 藍玉 ４０１１３２０７１ 近景 差櫛 差櫛 さしぐし 町人０１ 単数 人工物 道具 髪 装飾品 櫛
上巻 １４裏１５表 桜間池 ４０１１４２０４３ 近景 笄１ 笄 こうがい お供２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
上巻 １４裏１５表 桜間池 ４０１１４２０４４ 近景 笄２ 笄 こうがい 花見客２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
上巻 １４裏１５表 桜間池 ４０１１４２０４５ 近景 簪１ 簪 かんざし お供２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
上巻 １４裏１５表 桜間池 ４０１１４２０４６ 近景 簪２ 簪 かんざし 花見客２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
上巻 １４裏１５表 桜間池 ４０１１４２０４７ 近景 差櫛 差櫛 さしぐし お供２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品 櫛
上巻 １４裏１５表 桜間池 ４０１１４２０４８ 近景 置綿 置綿 おきわた 花見客２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
上巻 １５裏１６表 矢上の楠 ４０１１５２０４８ 近景 笄１ 笄 こうがい 見物客１ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
上巻 １５裏１６表 矢上の楠 ４０１１５２０４９ 近景 笄２ 笄 こうがい 見物客２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
上巻 １５裏１６表 矢上の楠 ４０１１５２０５０ 近景 簪１ 簪 かんざし 見物客１ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
上巻 １５裏１６表 矢上の楠 ４０１１５２０５１ 近景 簪２ 簪 かんざし 見物客２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
上巻 １５裏１６表 矢上の楠 ４０１１５２０５２ 近景 差櫛１ 差櫛 さしぐし 見物客１ 単数 人工物 道具 髪 装飾品 櫛
上巻 １５裏１６表 矢上の楠 ４０１１５２０５３ 近景 差櫛２ 差櫛 さしぐし 見物客２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品 櫛
上巻 １６裏１７表 五百羅漢 ４０１１６２１２３ 遠景 笄０１ 笄 こうがい お供０２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
上巻 １６裏１７表 五百羅漢 ４０１１６２１２４ 遠景 笄０２ 笄 こうがい 農民０４ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 １裏２表 眉山 ４０２０１２１１５ 遠景 笄０１ 笄 こうがい 町人０１ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 １裏２表 眉山 ４０２０１２１１６ 遠景 笄０２ 笄 こうがい 町人０２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 ３裏４表 北山桜 ４０２０３２２１５ 遠景 笄０１ 笄 こうがい 花見客０８ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 ３裏４表 北山桜 ４０２０３２２１６ 遠景 笄０２ 笄 こうがい 花見客１４ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 ３裏４表 北山桜 ４０２０３２２１７ 遠景 笄０３ 笄 こうがい 花見客１５ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 ３裏４表 北山桜 ４０２０３２２１８ 遠景 笄０４ 笄 こうがい 花見客２９ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 ３裏４表 北山桜 ４０２０３２２１９ 遠景 笄０５ 笄 こうがい 旅人０６ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 ３裏４表 北山桜 ４０２０３２２２０ 遠景 笄０６ 笄 こうがい 旅人１０ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 ３裏４表 北山桜 ４０２０３２２２１ 遠景 笄０７ 笄 こうがい 旅人１１ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 ３裏４表 北山桜 ４０２０３２２２２ 遠景 簪０１ 簪 かんざし 旅人０６ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 ３裏４表 北山桜 ４０２０３２２２３ 遠景 簪０２ 簪 かんざし 旅人１０ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 ３裏４表 北山桜 ４０２０３２２２４ 遠景 簪０３ 簪 かんざし 旅人１１ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 ３裏４表 北山桜 ４０２０３２２２５ 遠景 差櫛０１ 差櫛 さしぐし 花見客２６ 単数 人工物 道具 髪 装飾品 櫛
下巻 ３裏４表 北山桜 ４０２０３２２２６ 遠景 差櫛０２ 差櫛 さしぐし 旅人０６ 単数 人工物 道具 髪 装飾品 櫛
下巻 ３裏４表 北山桜 ４０２０３２２２７ 遠景 差櫛０３ 差櫛 さしぐし 旅人１０ 単数 人工物 道具 髪 装飾品 櫛
下巻 ３裏４表 北山桜 ４０２０３２２２８ 遠景 差櫛０４ 差櫛 さしぐし 旅人１１ 単数 人工物 道具 髪 装飾品 櫛
下巻 ４裏５表 千代の松原 ４０２０４２０９３ 遠景 笄 笄 こうがい 農民０３ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 ８表 天馬石 ４０２０８１０４０ 近景 笄 笄 こうがい 見物客２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 ８表 天馬石 ４０２０８１０４１ 近景 簪 簪 かんざし 見物客２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 ８表 天馬石 ４０２０８１０４２ 近景 差櫛 差櫛 さしぐし 見物客２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品 櫛
下巻 ８裏９表 霊鷲山鶴林寺 ４０２０８２０６７ 遠景 笄 笄 こうがい 旅人０２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 ８裏９表 霊鷲山鶴林寺 ４０２０８２０６８ 遠景 差櫛 差櫛 さしぐし 旅人０２ 単数 人工物 道具 髪 装飾品 櫛
下巻 ９裏１０表 舎心山太竜寺 ４０２０９２０４７ 遠景 笄 笄 こうがい お供 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 １７裏１８表 母川の螢 ４０２１７２０４５ 近景 笄 笄 こうがい 見物客３ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 １７裏１８表 母川の螢 ４０２１７２０４６ 近景 簪 簪 かんざし 見物客５ 単数 人工物 道具 髪 装飾品
下巻 １７裏１８表 母川の螢 ４０２１７２０４７ 近景 差櫛１ 差櫛 さしぐし 見物客３ 単数 人工物 道具 髪 装飾品 櫛
下巻 １７裏１８表 母川の螢 ４０２１７２０４８ 近景 差櫛２ 差櫛 さしぐし 見物客５ 単数 人工物 道具 髪 装飾品 櫛
表６．検索例１（女髷のみ）
表７．検索例２（笄，簪，差櫛，置綿）―２０５―
『阿波名所図会』挿画の構造的検索と解明の研究 ――モチーフ・インデックスの作成を通路とした読解――番
号
項 目
－ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０
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鈴
峯
山
円
通
寺
轟
滝
１ お供 ３ ２ ２ １ ２ ３ ５ １ １ １ １ １ ２３
２ お札 １ １
３ かずら橋 １ １
４ すくも １ １
５ 庵 １ １
６ 案内係 １ １ ２
７ 闇 １ １
８ 鞍 １ ５ １ １ ８
９ 囲炉裏 １ １
１０ 磯 １ １ １ １ １ １ １ ７
１１ 烏帽子 １ １ ２
１２ 羽織 ６ ７ １１ １９ １２ ２ １ １ ７ ５ １ ２８ ４ ３ １ ３ ２ ４ １ ４ １２２
１３ 渦 １ ２ １ １ ５
１４ 鰻 １ １
１５ 雲 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２７
１６ 煙 １ １ ２
１７ 煙管 ２ ２
１８ 煙草入れ １ １ １ １ ４
１９ 猿 １ １
２０ 猿回し １ １
２１ 縁取り １ １
２２ 縁台 １ １
２３ 塩田 １ １ １ ３
２４ 屋根 １ １
２５ 屋敷 １ １ １ １ １ １ ６
２６ 桶 ２ １ ３
２７ 花見客 ３ ３７ ４０
２８ 花弁 １ ２ ３
２９ 荷牛 １ １
３０ 荷具 １ １ １ ５ １ ２ １ １ ３ １６
３１ 荷馬 １ １ １ ３
３２ 荷箱 １ １ １ １ ４
３３ 荷紐 １ ２ ２ ５
３４ 霞 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２５
３５ 駕籠 １ １ １ １ ４
３６ 駕籠舁 ２ ２ ２ ２ ８
３７ 海 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １１
３８ 海峡 １ １ １ １ ４
３９ 崖 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １２
４０ 格子戸 １ １
４１ 潟 １ １
４２ 葛篭 １ １ ２ ５ ２ ３ ２ １ １ ３ １ ６ ２８
４３ 干し板 １ １
４４ 干台 １ １
４５ 干物 １ １
４６ 竿 １ １ ２ １ １ １ １ ８
４７ 観客 １ １ ２
４８ 関 １ １
４９ 岩 １ １ １ １ ３ １ １ ２ １ １ １ １ ３ １８
５０ 雁木 ２ ３ ５
５１ 器 ２ １ ３
５２ 旗 ２ ２
５３ 旗持ち ２ ２
５４ 旗手 ８ ８
５５ 杵 ４ ４
５６ 脚絆 １ ３ １６ １７ ３ ４ １ ２ １３ ３ ３ ９ １ ８ ９ ５ ４ ３ ７ ４ ３ １ ７ ８ ３１３８
５７ 休憩所 １ １ １ ３
５８ 牛飼い １ １
５９ 虚 １ １ ２
６０ 漁師 ２ ２ ３ ７
６１ 漁船 ２ １ ３ １ １ ８
６２ 魚 １ １
６３ 競走馬 ５ ５
６４ 峡谷 ２ １ １ ４
６５ 挟み箱 １ １ ２ ４
６６ 橋 ３ １ １ ２ １ １ ９
６７ 胸鰭 １ １
６８ 玉垣 １ １
６９ 銀杏 １ １
７０ 九厘 １ １ １ ３
７１ 鍬 １ １ １ １ ４
７２ 渓谷 １ １
７３ 畦 １ １ １ １ １ １ １ ２ ９
７４ 畦道 １ １
７５ 蛍 １ １
表８－１．モチーフ（名称）の項目の分布表―２０６―
柳 瀬 万 里・石 内 久 次番
号
項 目
－ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０
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７６ 蛍篭 ３ ３
７７ 犬 １ １ ２
７８ 肩衣 ２ １ ２ ８ １ １４
７９ 見物客 ８ ５ ６ ３ １ ６ ５ ３ ４ ５ ６ ４ ５６
８０ 玄関 １ １
８１ 庫裏 １ １
８２ 袴 ２ １ １ ２ ８ １ １５
８３ 光 １ １
８４ 口 １ １
８５ 紅葉 １ １ １ ３
８６ 綱 １ １
８７ 行司 ２ ２
８８ 合羽 １ １ １ １ １ ２ １ １ ２ １ ２ １ １５
８９ 狛犬 １ １
９０ 差櫛 １ １ ２ ４ １ １ ２ １２
９１ 砂洲 １ １ ２
９２ 坂 ８ ８
９３ 柵 １ １ １ １ ４
９４ 桜 １ １ １ ３ ６
９５ 笹 １ １ １ １ ４
９６ 三重の塔 １ １ １ １ ４
９７ 傘 １ １ １ ３ ３ １ １ １ １２
９８ 傘入れ １ １
９９ 参道 １ １
１００ 参拝客 ２ ９ ２８ ２ ２１ １ ２ ２ ４ ３ １３ ８７
１０１ 山 ５ １ １ １ ２ １ １ １ １ ４ １ １ １ １ １ １ １ ３ １ １ １ １ １ １ ３４
１０２ 山道 １ １ １ １ １ １ ６
１０３ 桟敷 １ １
１０４ 算盤 １ １
１０５ 仔犬 ３ ３
１０６ 糸 １ １
１０７ 寺 １ １ ２ １ ２ １ １ １ １ １ １ １３
１０８ 社 １ １
１０９ 蛇の目傘 １ １
１１０ 手さげ袋 １ １
１１１ 手桶 １ １ ２
１１２ 手甲 １ １ ４ ６
１１３ 手綱 １ ３ １ １ ６
１１４ 手拭 ４ １ １ ６
１１５ 酒桶 １ １
１１６ 樹木 ２ １ ２ ２ ３ １ ２ ６ ６ ５ １ ２ ２ ２ １ １ １ ３ ２ ２ １ １ １ １ ３ ５４
１１７ 集落 １ １ １ １ １ １ １ １ ２ １ １ １２
１１８ 重箱 ３ ３
１１９ 女髷 １ １ １ ２ ２ ２ ２ １０ ２ １ １ １ ２ １ ２９
１２０ 商店 １ １ １ １ ４
１２１ 商品箱 ５ ５
１２２ 小庵 １ １
１２３ 小魚 １ １
１２４ 小社 ２ ２
１２５ 小鐘 １ １
１２６ 小川 １ １
１２７ 小袖 １０ ２０ ３１ ４４ ３５ １４ ５ ８ ２７ ４ ７ ６ ２８ ２１ ５８ ２０ ５ １３ ４ １２ ７ ７ ５ １１ ５ １１ ３４２１
１２８ 小刀 １ １
１２９ 小道 １ １ ２
１３０ 松 １ １ ２ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２９
１３１ 松原 １ ２ ３
１３２ 松林 １ ２ ３
１３３ 鐘 １ １
１３４ 鐘楼 １ １ ２
１３５ 障泥 ５ １ １ ７
１３６ 乗客 ８ ８
１３７ 城 １ １
１３８ 城壁 １ １
１３９ 城門 １ １
１４０ 城櫓 １ １
１４１ 杖 １ ３ ４ １０ １ １ １ ７ ４ ４ １ ２ ２ １ ４ ３ ２ ４ ３ ２ ４ １１ ７ ４ ８６
１４２ 食事処 １ １ ２
１４３ 審判 ３ ３
１４４ 振袖 １ １
１４５ 神官 １ １
１４６ 神官の服 １ １
１４７ 神社 １ １ ２ １ １ １ １ ２ １０
１４８ 神殿 １ １ １ １ １ ２ ７
１４９ 厨子 １ １ １ ３
１５０ 吹流し ２ ２
表８－２．モチーフ（名称）の項目の分布表―２０７―
『阿波名所図会』挿画の構造的検索と解明の研究 ――モチーフ・インデックスの作成を通路とした読解――番
号
項 目
－ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０
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１５１ 水煙 １ １ １ ３
１５２ 水屋 １ １
１５３ 水車 １ １
１５４ 水田 １ １ １ １ １ １ ６
１５５ 水棹 ２ ２
１５６ 杉 １ １
１５７ 瀬 ３ ３
１５８ 石 １ １ １ １ ４
１５９ 石垣 １ １ ３ １ １ １ １ １ １ １ １２
１６０ 石畳 １ １
１６１ 石段 ２ ３ ２ １ ２ １ １ ４ ２ １８
１６２ 石門 １ １
１６３ 積荷 １ １ １ ３
１６４ 川 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １１
１６５ 川岸 １ １ １ １ １ １ １ ７
１６６ 川波 １ １ １ １ １ １ ６
１６７ 川流 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １０
１６８ 扇子 ４ ６ １３ １４ １０ ３ １ ５ ２ ３ ６ １４ ４ ３ ２ ５ ２ １ １ ３ １０２
１６９ 船頭 ２ ２
１７０ 前掛け １ １ ２
１７１ 僧 ３ ３
１７２ 僧庵 １ １ ２
１７３ 倉 １ ２ ３ １ １ １ １ １ １ １２
１７４ 草 ２ １ １ １ ２ ２ ２ １１
１７５ 草履 ９ ５ ５ ４ ６ ２９
１７６ 蔵 １ １
１７７ 側溝 １ １
１７８ 側溝蓋 １ １
１７９ 息杖 １ １ １ ２ ５
１８０ 足袋 １ ４ １ ２ ３ １１
１８１ 村 １ １ １ １ １ １ ２ ８
１８２ 太鼓橋 ２ ２
１８３ 帯 １ ６ １１ １１ １ ６ ３ ６ ８ ４ ７ １ １ ７ ２３ ８ ２ ３ ２ ３ ５ １ １ ６ ７ １１３５
１８４ 台 １ １
１８５ 台帳 １ １
１８６ 大石 １ １
１８７ 大仏 １ １
１８８ 滝 １ １ １ １ １ １ ２ ８
１８９ 樽 １ １
１９０ 樽蓋 １ １
１９１ 担夫 ２ １ １ １ １ １ ７
１９２ 団扇 ４ ４
１９３ 暖簾 １ １
１９４ 男髷 ８ ７ ７ ９ ６ １２ ３ ２ １ ２ １ １ １１ ７ １ １ ６ １ １ ４ ２ ５ １ ９９
１９５ 池 １ １
１９６ 置綿 １ １
１９７ 竹 １ １ １ １ １ １ ６
１９８ 竹竿 １ １ ２
１９９ 茶屋 １ １ １ １ ４
２００ 茶釜 １ １
２０１ 中州 １ １
２０２ 潮流 １ １ ２
２０３ 町 １ ３ １ ３ ２ １ １１
２０４ 町人 ６ ３ ８ １７
２０５ 調教師 ２ ２
２０６ 鳥居 １ ２ １ １ ２ ２ １ １ １１
２０７ 鎚 １ １
２０８ 塚 １ １
２０９ 釣竿 ２ ３ ５
２１０ 堤防 １ １
２１１ 天守閣 １ １
２１２ 天秤 ２ １ １ １ ５
２１３ 天秤棒 １ １ １ １ １ １ ６
２１４ 渡し舟 ２ ２
２１５ 土手 １ １ ２
２１６ 土俵 １ １
２１７ 土塀 １ ２ ４ ７
２１８ 刀 １ ５ ７ ９ １ ２ ９ ２ ３ ５ １ ４ ６ １ ３ ３ ２ ２ ３ ２ ２ ７３
２１９ 島 １ ６ ４ ２ ７ ２ １ ２３
２２０ 投卒塔婆 １ １
２２１ 燈篭 １ １
２２２ 頭巾 ２ ８ ４ １ １５
２２３ 堂 ４ ８ １ ６ ２ １ １ ４ ２ ２ １ ３２
２２４ 洞 １ １
２２５ 道 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２０
表８－３．モチーフ（名称）の項目の分布表―２０８―
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２２６ 徳利 １ １
２２７ 鳶 １ １
２２８ 楠 １ １
２２９ 入江 ２ １ １ １ ３ １ １ １ ２ １３
２３０ 農民 ４ ２ ２ ６ １ ２ １ １８
２３１ 波 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １１
２３２ 馬場 １ １
２３３ 馬追い １ １ １ ３
２３４ 拝殿 １ ２ ３
２３５ 背鰭 １ １
２３６ 売子 ５ ５
２３７ 白波 １ １ １ ３
２３８ 帆船 ２ ３ ２ ３ １ １ ２ ２ １ １７
２３９ 板橋 １ １
２４０ 被衣 １ ２ ２ ３ １ ９
２４１ 飛脚 ２ ２ １ １ １ １ １ ９
２４２ 尾鰭 １ １
２４３ 紐 １ １ ２
２４４ 浜 １ １ １ １ ２ １ １ ８ １６
２４５ 武士 ２ ２ ４
２４６ 風呂敷 ２ ２ １ ５
２４７ 淵 １ １ ２
２４８ 仏像 １ １
２４９ 柄樽 １ １
２５０ 米俵 １ １
２５１ 編笠 ２ ２ ７ １０ １１ １ １ １１ １ ６ ２ ７ １ ４ ３ ４ ５ ２ ５ ５ １ １ １１ １ ６ ３１１３
２５２ 鞭 １ １ ２ １ １ ６
２５３ 放流水 １ １
２５４ 方丈 １ １
２５５ 法衣 ３ ３
２５６ 本殿 １ ２ ３
２５７ 本堂 １ １ １ １ １ ５
２５８ 岬 ３ １ １ １ ２ １ １ １０
２５９ 湊 １ １
２６０ 民家 １ １ １ １ ４ １ １ ２ １ ３ １ ２ １ ３ １ １ １ ２ １ １ ３０
２６１ 網 １ １
２６２ 目 １ １
２６３ 門 １ １
２６４ 野菜 １ １ １ ３
２６５ 柳 １ １ ２
２６６ 葉 １ １ １ ３
２６７ 踊り １ １
２６８ 羅漢像 １ １
２６９ 藍臼 １ １
２７０ 藍玉 ３ ３
２７１ 藍師 ９ ９
２７２ 藍商 ２ ２
２７３ 藍俵 ３ ３
２７４ 立札 １ １
２７５ 旅人 ２ ４ １５ １１ １７ １ ４ １３ １１ １０ ７ ７ １１ １１３
２７６ 両掛け １ １ ２ １ ２ １ １ １ １ １ １ １３
２７７ 力士 ２ ２
２７８ 霊山 １ １
２７９ 連子 １ １
２８０ 櫓 １ １
２８１ 楼門 １ １ ２
２８２ 脇差 １ １ ３ ２ ２ ２ １ ３ ２ １７
２８３ 壺 １ １
２８４ 幟 ２ １ ３
２８５ 瘤 １ １ ２
２８６ 笄 １ １ １ ２ ２ ２ ２ ７ １ １ １ １ １ ２３
２８７ 筵 ３ １ ４
２８８ 簪 １ ２ ２ ３ １ １ １０
２８９ 茣蓙 ６ ５ １１
２９０ 蜻蛉 １ １
２９１ 褌 ２ １ ３
２９２ 賽銭箱 １ １
２９３ 鉤 １ １
データ数 １０ ９９１１８１８８２６２１８６１１０ ６８ ６９１７４ ４４ ６５ ４８１５１１４７３０７１４１ ４６１０３ ６２ ９９ ６４ ８３ ４６ ２５ １５ ９９ １９ ６３ ９４ ４３３０４８
項 目 数 ９ ４４ ５２ ５８ ６６ ６１ ４４ ４１ ３９ ５４ ２３ ３１ ２６ ５１ ５０ ７２ ６５ ２４ ５５ ４１ ４９ ３４ ４６ ２５ ２１ １５ ３０ １８ ３３ ３２ ２５２９３
表８－４．モチーフ（名称）の項目の分布表―２０９―
『阿波名所図会』挿画の構造的検索と解明の研究 ――モチーフ・インデックスの作成を通路とした読解――検索したものである。
表７は，女性の髪の装飾品等に関して，「阿波名所図
会」の全ての挿画から関係するものを検索した表であ
る。
表８は，「阿波名所図会」の全ての挿画に関して，各
切取画像のモチーフの名称の項目ごとに，その分布を示
したものである。
データの作成および分析は，Microsoft Excel・Micro-
soft Accessを中心に行っている。
おわりに
最後に名所図会と文学との関連性について述べておき
たい。名所図会中に見られる情報は，画像情報と文字情
報とが認められる。文字情報は本文文字と画中文字の二
種類があるが，文字情報と文学との関係性を述べること
は，従来の研究の方法を適用することによって可能であ
る。一方，画像情報と文学との関連性を求めることには，
新しい別の方法が開発されなければならない。一例とし
ては，同時代の小説の読解，具体例を挙げれば上方の読
本作家上田秋成の小説『世間妾形気』の読解に，上方風
俗をうつす『摂津名所図会』を重ねて読むという手法，
あるいは江戸の名所図会を江戸の読本の読解に利用する
ことである。
名所図会に含まれる，文字情報そのものなどの文学性
はもちろんであるが，画像情報の中にこそ新たな文学と
の関連が指摘されるのではないかと考えるものである。
そのための一つのツールとしての「構造的検索」の有
効性が期待される。
紙数の都合上十分に述べられなかったことも多いが，
構造的検索の精度を上げるために明白となったいくつか
の課題を，今後も引き続き考究していきたい。
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This paper attempts to draw up the motif-index by classifying and analyzing the illustrations of Pictorial
Description of the Noted Places of Awa in every motif. First, ５９ illustrations were arranged within the motif
of ３，０００ items, and then classified into about ４０ categories, each of which is further divided into lower-
layered categories of dozens of items. All categories were supplied with the search function, and thus the
motif-index with the function of structural search was created.
The following two points became possible : analysis of the pictures by mutual relationship with this motif-
index, and clarification of details of pictures that have been unnoticed. Ultimately, the cases of the data use
for comprehension of illustrations were presented here, and also a new method of clarifying their relationship
with literary works and of reviewing the literary quality was suggested.
A Study of Structural Search and Clarification of Illustrations in
Pictorial Description of the Noted Places of Awa
―― Comprehension of Pictures by Way of Drawing Up a Motif-index ――
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(Key Words : Pictorial Description of the Noted Places of Awa, Illustrations with captions, Classical printed
text, Structural search, Motif-index, Edo period, Comprehension of classical pictures)＊＊Department of Language Education (Japanese), Naruto University of Education
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―２１２―
